
平成２５年度

第６回大分県教育委員会 会議録

日 時 平成２５年６月１４日（金）

開会１３時４５分 閉会１７時１４分

場 所 教育委員室



平成２５年度

第6回大分県教育委員会

【議 事】

１ 議 案

第１号議案 教育職員免許状に関する規則の一部改正について

第２号議案 平成２５年第２回定例県議会案に対する教育委員会の

意見について

第３号議案 大分県先哲叢書編さん審議会委員の委嘱等について

２ 報 告

①いじめ解決支援チームの活動状況

②平成２５年度夏の節電対策について

③国庫負担金支払事務の誤りについて

④教職員の非違行為について

３ 教育委員会討議

①改革の一層の推進について

（教員採用試験等に係る贈収賄事件から５年を経て）

４ 民間人校長との意見交換

５ その他
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【内 容】

１ 出席者

委 員 委員長 岩 崎 哲 朗

委員長職務代理 松 田 順 子

委員 波多野 順 代

委員 麻 生 益 直

委員 林 浩 昭

教育長 野 中 信 孝

欠席委員なし

事務局 教育次長 河 野 盛 次

教育次長 宮 脇 和 仁

教育次長 別 木 達 彦

教育改革・企画課長 佐 野 壽 則

教育人事課長 藤 本 哲 弘

教育財務課長 竹 野 泰 弘

福利課長 大 石 尚 志

義務教育課長 後 藤 榮 一

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 髙 畑 一 郎

社会教育課長 法 雲 淳

人権・同和教育課課長補佐 田 仲 英一郎

文化課長 佐 藤 英 一

体育保健課長 蓑 田 智 通

全国高校総体推進局長 荒 川 孝 二

教育改革・企画課総務企画監 秋 吉 一 徳

教育改革・企画課主査 釘 宮 隆 之

２ 傍聴人 ２０ 名
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開会・点呼

（岩崎委員長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

ただいまから、平成２５年度第６回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（岩崎委員長）

本日の会議録の署名委員でございますが、麻生委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（岩崎委員長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりであります。

会議の終了は１６時５５分を予定しています。

よろしくお願いします。

（岩崎委員長）

議事に入る前に私から一言申し上げます。

本日で、教員採用試験等に係わる贈収賄事件から５年経過したことに

つきまして、教育委員会としてのメッセージを述べたいと思います。

大分県教育委員会は、この間、二度とこのような事件を起こさないよ

う、試験制度の抜本的な見直しを始めとする教育改革を実施し、権限と

責任が明確で透明性の高い教育行政システムの確立に全力を挙げてきま

した。

また、子どもたちの学力・体力の向上といった教育の本来の使命を果

たし、県民からの期待に応えられるよう、全市町村教育委員会や学校長、

教職員、ＰＴＡ団体等と課題認識の共有を図るとともに、学力向上支援

教員や指導教諭の配置など教職員の指導力向上のための取組を進めてき

ました。

さらに、昨年度からは、学校が具体的な目標のもと組織的に取り組む

ことにより、学校の組織力を活用した持続的・発展的な取組が行われる

よう、「芯の通った学校組織」の構築を進めています。

現在、徐々に成果は表れ始めていますが、学力・体力ともに未だ全国

平均を下回っており、また、いじめの問題をはじめ学校を取り巻く課題
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は多く、取組は道半ばです。

大分県教育委員会は、県民の教育への信頼を失墜させたこの事件の重

大さを今一度真摯に受け止め、将来にわたって決して風化させないよう、

そして子どもたちが日々達成感を感じながらその力をしっかり伸ばせる

よう、引き続き、しつこく果敢に改革を進めていきます。

平成２５年６月１４日、大分県教育委員会

今日は、教育改革の一層の推進に向けて教育委員会討議及び民間人校

長との意見交換会を行いますのでよろしくお願いします。

議 事

（岩崎委員長）

では議案の審議に移ります。本日の議案は３件です。

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第３号議案は人事に関する案件ですので、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第１３条第６項ただし書の規定により、これを公開しな

いことについて、委員の皆さんにお諮りいたします。

公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは第３号議案の１件は、非公開といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事、報告等を行い、その後

非公開による議事を行いますので、よろしくお願いします。

【議 案】

第１号議案 教育職員免許状に関する規則の一部改正について

（岩崎委員長）

それでは、第１号議案「教職員免許状に関する規則の一部改正につい

て」提案を求めます。

- 4 -



（野中教育長）

第１号議案「教育職員免許状に関する規則の一部改正について」ご

説明いたします。

第１号議案の２ページの改正の概要をご覧ください。

教育職員免許状の取得について、県教育委員会規則として定めている

「教育職員免許状に関する規則」を、文部科学省令である「教育職員免

許法施行法施行規則」の規定に合せ、規定の整備を行うため改正するも

のであります。

内容につきましては、担当課長が説明しますので、ご審議の程よろ

しくお願いします。

（藤本教育人事課長）

「教育職員免許状に関する規則の一部改正」の内容についてご説明申

し上げます。

議案書の２ページの改正の概要の「１制度の概要」と「２改正の理由」

をご覧ください。

教育職員免許法施行法は、昭和２４年５月に公布された法律で、旧国

民学校令等により授与された教員免許状を有する者についての特例や、

学校教育法施行前の規定による学校の卒業者等に対する免許状の授与を

主な目的としたものです。

この教育職員免許法施行法第２条第１項の表に定める要件に該当する

者は、申請により、人物・実務・学力・身体に関する教育職員検定を受

けることで同表中に定める免許種の免許状の授与を受けることができま

す。しかしながら、その授与できる中学校免許、高等学校免許の教科に

ついては、同法第２条第２項で、「都道府県教育委員会規則で規定する」

こととなっており、大分県においても「教育職員免許状に関する規則」

第８条第２項で教科を規定しております。

そして、都道府県教育委員会規則で規定され、授与される教科につい

ては、この免許法施行法施行規則第２条第１項の表で定める基準に従っ

て定めることとされております。

今回、免許法施行法施行規則第２条第１項の表の規定に合わせ教育職

員免許状に関する規則の規定整備のために改正を行うものです。

次に、具体的な内容についてご説明します。

「２改正の内容」をご覧ください。

教育職員免許状に関する規則第８条第１項及び第２項の「そのつど認

定する」の｢つど｣部分のかな表記を漢字表記に改正します。

また、同条第２項の表第７の２号・第７の３号の第３欄、高等学校教

員免許状の場合の「上欄に同じ。」の表記を削除します。

また、同表第２０号の第２欄、中学校教員免許状の場合の「『技術』
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又は」の部分を削除します。

この改正により、「教育職員免許状に関する規則」第８条が「免許法

施行法施行規則」第２条第１項の規定と合うことになります。

ご審議の程よろしくお願いします。

（岩崎委員長)

ただいま説明のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。

（岩崎委員長）

国の規定に合わせた改正ということでよろしいですね。

それでは、ただ今、提案のありました第１号議案の承認について、お

諮りいたします。第１号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。

（採 決）

第１号議案については、提案どおり承認します。

第２号議案 平成２５年第２回定例県議会案に対する教育委員会の意見につい

て

(岩崎委員長)

それでは、第２号議案「平成２５年第２回定例県議会案に対する教育

委員会の意見について」提案を求めます。

(野中教育長）

第２号議案「平成２５年第２回定例県議会議案に対する教育委員会

の意見について」ご説明いたします。

第２号議案の３ページをお開きください。

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２９条の規定に基づ

き、知事から、６月１８日に開会します大分県議会第２回定例会に提出

予定の議案のうち、中程の議案名にありますように、教育委員会関係分

として、「大分県立学校職員及び大分県市町村立学校県費負担教職員定

数条例の一部改正について」など４議案につきまして意見を求められま

したので、２ページの案のとおり回答することについて提案させていた
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だきます。

各議案の内容等につきましては、担当課長が説明いたしますので、ご

審議の程よろしくお願いします。

（藤本教育人事課長）

第７３号議案「職員等の旅費に関する条例の一部改正」につきまして、

ご説明いたします。別冊資料の２ページをお開きください。

船員法の一部改正に伴い、国及び各県との均衡を図るため、国家公務

員等の旅費に関する法律と同様に、その責により免職した船員である職

員に送還のための旅費を支給した場合、当該支給した旅費の償還を請求

するとの規定を新たに加えるものです。

改正前は、本人に責めがない場合に、雇入港等へ送還若しくは旅費の

支払い義務があったものを改正後は、本人に責めがある場合も、送還も

しくは旅費の支払いが義務づけがされ、本人に責めがある理由の場合は、

費用等を本人に求めるというものです。

詳細につきましては、議案書の４ページ、条例の一部改正(案)をご覧

ください。

先ほど説明した内容を新たに第３３条第２項として付け加えるもので

す。

対象となる職員は、津久見高等学校海洋科学校の船員です。

続きまして、第８３号議案「大分県立学校職員及び大分県市町村立学

校県費負担教職員定数条例の一部改正」につきまして、ご説明いたしま

す。議案書５ページをお開きください。

平成２５年５月１日付けで行った学校基本調査の結果、児童・生徒数

が変わったこと等に伴い、県立学校職員及び市町村立学校県費負担教職

員の定数が変動したので改正を行うものでございます。

県立学校職員については、３,７５８人 から３，７１５人に、市町村

立学校県費負担教職員については７,５３７人から７，４５０人に、そ

れぞれ変更するものでございます。

続きまして、第１号報告「平成２４年度大分県一般会計補正予算（第

６号）」について、教育委員会所管分をご説明します。

今回の補正は、別冊資料１１ページに記載しておりますが、第１０款

「教育費」は、平成２４年度の教職員等教育関係職員の退職手当が確定

したことなどによるものです。

詳細につきましては、議案書の７ページに記載しておりますので、ご

覧ください。

この表は、平成２４年度の退職手当の状況をまとめたものです。

今回確定した退職者数の内訳は、真ん中の列の「所要額（Ｂ）」欄の

「人数」の一番下「合計」の欄にありますとおり、定年退職２４２人、

勧奨退職 １５０人 、自己都合による退職 ４１人 のあわせて４３３人
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となっています。これは、当初の見込みを１７人上回ることとなります。

これにより、今回の補正額は、一番右側の列の「補正額（Ｂ）－（Ａ）」

の「合計」欄にありますとおり、３億１，４１３万８千円の減額となり

ます。

最後に、第１号諮問「退職手当支給制限処分に対する審査請求に関す

る諮問」についてご説明いたします。

別冊資料の１３ページをお開きください。

本件は、本委員会が懲戒免職とした佐伯市立（上入津）小学校教諭（曽

我部尚人）に対して平成２３年１１月２５日付けで行った「一般の退職

手当等の全部を支給しない」こととする「退職手当支給制限処分」を、

同人が不服として、地方自治法の規定に基づき、知事に対して審査請求

を行いましたが、同法に「地方公共団体の長は、審査請求があったとき

は、議会に諮問してこれを決定しなければならない」と規定されている

ことから、今回の定例会において諮問されることとなったものです。

この処分の対象となった非違行為は、「審査請求人が、酒気帯び状態

で乗用車を運転し、さらに信号停車中の乗用車に追突し、相手方の運転

手に対して頸椎捻挫等の傷害を与えた。また、交通事故を起こしたこと

を、直ちに最寄りの警察署に報告しなかった。」というものです。

なお、本委員会は、「本審査請求は棄却されるべきである。」とする弁

明書を、平成２４年１１月２１日に知事宛て提出しています。

（岩崎委員長）

何か質問・ご意見等はありませんか。

（質疑、意見なし）

（岩崎委員長）

それでは、ただ今、提案のありました第２号議案の承認について、お

諮りいたします。第２号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。

（採 決）

第２号議案については、提案どおり承認します。

【報 告】

- 8 -



①いじめ解決支援チームの活動状況

(岩崎委員長)

それでは、報告第１号「いじめ解決支援チームの活動状況」について

報告をしてください。

（江藤生徒指導推進室長）

それでは、４月４日に発足しました「いじめ解決支援チーム」のこれ

までの活動状況について、報告します。

項目１にありますように、支援チームは元少年鑑別所の所長や児童相

談所の所長を経験されてきました２名の方にお願いしまして、それぞれ

原則週１日、生徒指導推進室にて非常勤で勤務していただいております。

これまでの活動日数及び時間数ですが、項目２にありますようにそれ

ぞれ１０日、約７０時間ずつとなっております。今のところ、当室に相

談があって、その日のうちに直ぐに来て欲しいというような緊急の事案

は出ておりませんので、２人の勤務日に合わせて派遣しております。

それでは、これまでの支援活動内容ですが、項目３に掲載しておりま

す。対応しましたものにはいじめでないものも含まれておりますが、お

二人の支援員のこれまでの経験からのアドバイスがいただけたらという

ことで相談にのっているものもございます。

さて、派遣申請が生徒指導推進室に行われ、学校（等）に出向いて解

決支援を行ったものが高校で３件、学校長ないしは教頭等（又は保護者）

が当室に来て相談対応をしたものが高校３件、小学校１件の合計４件、

全体で７件となっております。

それぞれの具体的な内容につきましては、関係者に対する解決支援へ

の支障、プライバシーの関係から申し上げることを控えさせていただき

ますが、学校に行って支援したものについては、主に学校長、教頭、生

徒指導主任、学年主任、担任等との協議ですが、いじめを受けた被害生

徒、加害生徒本人やその保護者とも面談をしているものもございます。

主な対応と申しますか支援、アドバイスの内容ですが、被害生徒、保

護者に対する支援の助言は当然のこととして、加害生徒、保護者に対し

て指導方針を明確にすること、再発防止に向けた指導のあり方、反省を

深めるためのロールレタリング等の指導、スクールサポーターや市の福

祉相談員との連携を図るよう促しながら生徒の見守り体制の助言等を行

っております。

ここには記載しておりませんが、派遣して数日後に校長からお話を伺

いますと、学校内ではない外部の方からの指導・助言をいただけたこと

で、学校としての指導の方向性や方針が明確となり、面談した教員等が

自信を持って指導に当たれるようになった、というような感謝の言葉が

寄せられました。
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次に、その他の活動状況ですが、（３）に記載されております教育事

務所や警察署、市教委等にも出向き、情報収集、情報交換等を行ってお

ります。また、（４）にありますように、協議会や研修会等の出席や講

義、５月１６日に学校に配布しました「いじめ対応マニュアル」の監修

等にもお力添えいただいております。

（岩崎委員長）

何か質問・ご意見等はありませんか。

（松田職務代理）

支援員の方々の年齢は何歳ですか。

（江藤生徒指導推進室長）

６０歳と６５歳の方々です。

（松田職務代理）

高校と小学校しかないというのは、スクールカウンセラーの配置の影

響もあるのではないですか。高校は１３校、１４校の配置ですか。

（江藤生徒指導推進室長）

高校は２４校に配置しております。

（松田職務代理）

確か、中学校は全校配置でしたね。そういうスクールカウンセラーの

配置がないところから相談が来ているということは、スクールカウンセ

ラーも大事ということですね。学校長や教頭、指導主任等との協議とい

うことでしたが、養護教諭などのその他の関係者も必要に応じて協議し

ていく方がよいのではないですか。

（江藤生徒指導推進室長）

もちろん、必要に応じて養護教諭やその他の関係者とも協議をしてお

ります。先ほど説明しましたように、被害生徒や加害生徒とも面談をし

ております。

（松田職務代理）

生徒から話を聞くのに授業中ということは問題がありますから、聞く

側の時間とかについては、放課後にするとか配慮する必要がありますね。

（江藤生徒指導推進室長）

面談については、授業中でない時間帯で行っていると聞いております。
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（松田職務代理）

放課後等の時間帯に面談するためには、支援員の方の勤務時間につい

ても考えていく必要がありそうですね。派遣する時間等については、学

校と協議をしていますか。

（江藤生徒指導推進室長）

学校とは、関係先生方が集まれる時間帯に訪問ができるよう相談して

決めております。

（松田職務代理）

そう考えると支援員の方の勤務時間を考える必要がありますね。

（江藤生徒指導推進室長）

確かに、そのことは今後考える必要がある問題かもしれません。ただ、

今のところ説明いたしましたが、緊急に来て欲しいという要請はありま

せん。

（岩崎委員長）

実際に学校に行って支援した時の対応状況がわからないので、実態を

いずれ報告してください。

②平成２５年度夏の節電対策について

（岩崎委員長）

次に、報告第２号「平成２５年度夏の節電対策」について報告をして

ください。

（佐野教育改革・企画課長）

本年度夏の節電対策についてご報告いたします。

昨年度は、九電から、厳しい数値目標を示されておりましたが、本年

度は、国民生活経済活動等への影響を極力回避した無理のない形で節電

を行ってほしいと要請がきております。そういう中で期間は、７月１日

（月）～９月３０日（月）です。取組といたしましては総量抑制対策及

びピークカット対策の両面で節電に取り組んでいくということになって

おります。昨年は、それに加えて、数値目標を設けていましたが、本年

度は数値目標を設けないということでございます。具体的な取組でござ

いますが（１）から（７）までございます。

（１）空調
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・運転時間を７時間１５分に。

ただし、室温の状況をみて適宜対応

（運転時間）９：００～１２：００ １２：４５～１７：００

（７時間１５分）

・冷房運転方法の見直し

・扇風機の使用

・うちわなどの活用

（２）照明

・廊下など共通部分の消灯

・執務室内の部分消灯（晴天時の窓際消灯）

・昼休みの一斉消灯

（３）エレベータ

・停止台数 各館常時１基停止（計３基停止）

・職員は階段利用

（４）ＯＡ機器

・モニターの輝度調整（△２０％）とスリープモード

（モニター１分本体５分）の徹底

（５）執務室内電気機器

・冷蔵庫の限定使用（各階１～２台）

・電気ポット・コーヒーメーカー等の使用休止

・待機電力のカット（主電源のオフ）

（６）超勤の縮減

・定時退庁の励行

・事務事業の見直し

（７）その他

・緑のカーテンと打ち水

・「めじろんシャツ」「車いすマラソンのロゴ入りシャツ」「おんせ

ん県おおいたポロシャツ」「北部九州総体のロゴ入りポロシャツ」

など、施策に関連した簡易な服装（クールビズ）での勤務

なお、昨年度は、昼休みを１３時から１４時に変更いたしましたが、

本年度は行わないこととしております。その他「地方庁舎の取組」「そ

の他の取組」を合わせまして、できる限りの取組を行っていきたいと考

えております。以上でございます。

（岩崎委員長）

何か質問・ご意見等はありませんか。

（松田職務代理）

執務室の窓は開けられますか。
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（佐野教育改革・企画課長）

窓は随時開けながら執務をおこなっております。

（岩崎委員長）

学校関係で何かありますか。

（佐野教育改革・企画課長）

その他の取組のところですが、県立学校で太陽光発電のための「屋根

貸し」を行っております。

（林委員）

県立学校では冷暖房が入ってると思いますが、学校で環境教育とか、

その一環として節電に取組むとか、もっとやらなければいけないと思い

ますが、学校の電気の使い方など、どのくらい生徒は、積極的に取り組

んでいますか。

（佐野教育改革・企画課長）

節電に関して言いますと、昨年度は社会全体が節電の意識が高く、生

徒会等々も積極的に節電の活動を行いました。本年度もその取組を継続

しているところであります。

また、夏休み期間中は、自主学習教室を集約することにより冷房を使

う部屋を圧縮するなど節電の意識を持って取り組んでおります。

（松田職務代理）

環境教育をするには、先生方も見本になるよう意識をしていただきた

いと思います。

③国庫負担金支払事務の誤りについて

（岩崎委員長）

次に、報告第３号「国庫負担金支払事務の誤り」について報告をして

ください。

（竹野教育財務課長）

教育財務課において、法定受託事務として公立学校の施設整備に係る

国庫負担金の支出事務を行っていますが、平成２４年度の支払において、

本来平成２５年度に支払うべきもので、予定になかった他市からの請求

に基づき支払ったため、国庫負担金の残高に不足が生じ、本来支払うべ

き日田市への支払が年度内にできなくなりました。
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支払未済額は、１億８，３８７万千円です。

現在文部科学省と支払について鋭意協議を進めていますが、大分県教

育委員会としては、早急に国庫負担金の支払いがなされるよう、引き続

き調整を進めてまいります。

今後の再発防止に向けた対策としましては、複数によるチェックを既

に行っており、他県の例も参考にしながら、二度とこのような誤りがな

いようなシステムを築いていきたいと考えています。

（岩崎委員長）

ただいま説明のありました報告について、質疑・意見等のある方はお

願いします。

（麻生委員）

予定のなかった市に支払ったということですが、その市から問い合わ

せなどはなかったのですか。

（竹野教育財務課長）

これは中津市の中学校改築の事業で、全額繰越の予定であったもので

すが、中津市は、業者に前払として支払っていたこともあって、概算払

の請求をしてきました。

県としては断ればよかったのですが、その時には気がつきませんでし

た。

中津市は、調整ができたのだろうと思っていたと思われます。

（麻生委員）

中津市に返してくださいといえばよかったのではないですか。

（竹野教育財務課長）

２５年度に支払分を２４年度に支払ったので、その分は２５年度には

支払いません。

（麻生委員）

予定のなかった中津市への支払分を返してもらい、それを日田市に払

うのが普通の考え方だと思います。

（竹野教育財務課長）

国庫負担金の支払手続きは国のシステムで運用していますが、誤りに

気付いたのが４月３０日で、国のシステムが利用できなくなっており、

それができなかったのです。

もう少し前であれば、支払分を返してもらうなり、国から追加で多く
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もらうことが可能でした。

(松田職務代理）

事務の厳しい見直しと、国からお金がおりないということがないよう

に最善の措置をしてください。

（麻生委員）

個人の負担の大きいところは複数を入れて行うことが必要と思うが、

この事務は何人でやっていたのですか。

（竹野教育財務課長）

一人でやっていました。班総括はいますが、ひとつひとつの確認まで

は行っていませんでした。

（岩崎委員長）

市町村からの請求を早めにしてもらうことは指導できるのですか。

また、複数でチェックをしていながら、こういうことが起こったこと

について、どういう問題があるのですか。

（竹野教育財務課長）

支払時期についてですが、請求を前にあげてもらうことは可能です。

今後そういった形でやっていきたいと考えています。

日田市への支払は、日田市からの請求が遅れたので４月末の支払とす

るようにしていました。

日田市からの請求が遅れたことについて、そのことに大きな過失があ

ったとは考えていません。

複数によるチェックを始めたのはこの事件が発生したあとからです。

（林委員）

文部科学省と協議を進めているということですが、支払の目途はいつ

ごろになりますか。

（河野教育次長）

学校施設に係る事務は極めて専門的な事務であり、それが十分できる

ような体制を他県の状況も調査しながら、構築していきます。

今後の時期的なものについては、はっきりとはわかりませんが、でき

るだけ早く支払ってもらえるよう、文部科学省と協議していきます。

（野中教育長）

支出事務について全般をしっかり見直していきたいと考えています。
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（岩崎委員長）

今後こういったミスが起きないようにしてください。

④教職員の非違行為について

（岩崎委員長）

次に、報告第４号「教職員の非違行為」について報告をしてください。

（藤本教育人事課長）

平成２５年６月３日（月）、午後４時３０分頃、中津市の県立学校の

男性教諭（５６歳）が、酒気帯び運転で検挙されるという不祥事が起こ

りました。

今回の事案は、同教諭が病気休職中であり、一人で九重連山扇ヶ鼻に

登山した際、山頂にて３５０ｍｌの缶ビールを１本飲み、下山し、その

まま帰宅途中に、安心院町にて、一旦停止義務違反で宇佐警察署の警察

官に停止を求められた際、呼気１リットルあたり０．１７ｍｇのアルコ

ールが検知され、酒気帯び運転で検挙されたというものであります。

県をあげて教育再生に向け、現場教職員と一体となって取り組んでい

る中、また、先日のスクールセクハラ事件に係り、全県の学校に不祥事

根絶の取組を指示している中で、このような不祥事が発生したことは、

教員としての自覚が足りない、判断が甘いと言わざるを得ません。誠に

残念の極みであります。

県教委といたしましては、６月４日（火）１６時、緊急県立学校長及

び教育事務所長会議を開催し、全教職員に対して、綱紀粛正について強

く指導することや、病気休職者等に対して面談等を行い、休職中であっ

ても「教育公務員」であることを認識させ、服務管理の徹底を図ること

を指示しました。

今後、同教諭に対しましては、事実関係を確認した上で厳正に対処し

てまいります。

（岩崎委員長）

何か質問・ご意見等はありませんか。

（麻生委員）

その他病気休職中の職員に対して指導するように緊急で行ったのは県

立学校長・教育事務所長会議ということですが、義務制の方々に対して

はどの程度徹底しているのですか。
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（藤本教育人事課長）

教育事務所長の方からそれぞれ管内の教育長に今回の事件の概要と併

せてこの通知の内容で再度徹底を図るようにということで市町村に於い

ては校長会を開催するなどして徹底を図っています。

（麻生委員）

間違いなくそれについては実施していると見てよろしいですね。どう

してもこうした問題が起きるということ自体が信用失墜に大きくつなが

っていくわけですから十分徹底してください。

（岩崎委員長）

大分県教育委員会としてはスピード違反については重い懲戒処分を下

しており、酒気帯び運転についても厳しい処分を行っているが、この処

分量定が現場サイドに伝わっているのですか。

（藤本教育人事課長）

処分については処分基準を大分県教育委員会で定めておりまして、酒

気帯び運転の場合は停職、事故を起こした場合は免職、検挙された場合

にも免職または停職と重い処分内容を明らかにしていますので、通常の

服務研修の中でも管理職の方から徹底するようにと伝えています。また、

具体的事例を提示しながら研修するようにとも通知しております。

（岩崎委員長）

研修は１年に１回は行うのですか。

（藤本教育人事課長）

年に４回です。学校で研修を行うように通知しています。

（麻生委員）

２年前ぐらいに各市町村をまわった時に各校長に危機管理はどのよう

にしているか聞き取り調査を行いました。教育委員は学校現場に頻繁に

は行けないので、校長が「研修を行っている」と言ってもこのような事

件が起これば研修していることにはなりません。県教委から教育事務所

長や校長に再度危機管理を徹底するように働きかけてもらいたいです。

（波多野委員）

年４回の研修で何をテーマに行うかを決めるのは難しいです。各研修

の内容の把握をどこかの課で行っているのですか。

（藤本教育人事課長）
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研修の対象の人数、時間、内容については報告をするように県立、小

・中学校全てで行わせています。平成２２年に服務研修テキストを作成

し、各学校に研修を行わせています。今年度も事例を追加して研修をす

るようにお願いした矢先の今回の事件でありました。

（林委員）

確認ですが、休職の他に休暇の人にも指導しないと行けないのですか。

休職等の等とはどういう意味ですか。

（藤本教育人事課長）

学校に常にいない人に対してのお願いでした。専従休職や産前産後休

暇や育児休業、部活動の外部指導者も含めてのお願いです。

（岩崎委員長）

学校の信頼が失われないように研修を行わせてください。

【教育委員会討議】

（岩崎委員長）

それでは教育委員会討議に移ります。討議に入る前に事務局から「５

年間の教育改革の取組状況」について報告してください。

（河野教育次長）

教育改革の一層の推進について、まず、これまでの教育改革の流れと

その目指すところについて説明いたします。私のほうからこれまでの概

要と佐野課長のほうから今の方針を一度整理をして説明いたします。

お手元の資料の１ページをお開きください。

平成２０年度以降からの教育改革を示しております。どうして教育改

革が必要なのか、をもう一度整理してみますと、平成２０年に起きまし

た贈収賄事件、これは、我々は繰り返してはならない。といった内容で

ございます。それを振り返ってみますと、１．教員採用を巡る問題、２．

管理職の校長・教頭への任用を巡る問題、３．教職員の人事異動を巡る

問題の３つの内容であるかと思います。その結果として県民の皆様方の

信頼を失墜したという事実であります。これに関しまして、すべての教

育関係者に対し忽せにできない課題を突きつけたものと受け止めており

ます。こういった改革をめぐりましては、これは県教委の問題ではない
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かとか、これは学校側がもうちょっとがんばってほしい等様々な議論が

ありますが、これは、現場と教育委員会すべての関係者が一致団結して

信頼回復に取り組んでいかないといけないのだと思っております。

次に信頼回復の取り組みということで、そこで教育改革ということが

出てまいります。何をおいても一番最初にしなければいけないことは教

育行政システムの改革、再発防止策です。二度とこういうことが起きな

いようなシステムの改革が一番最初に求められた内容で、あとは、失っ

た信頼、これを取り戻すためには、学力、体力、教育本来のそういった

教育の実を上げる、つまり子どもの挑戦や自己実現を支える学校教育の

推進とそのための環境整備が必須であると考えております。

事件後、教育行政改革ＰＴがまとめた「調査結果報告書」における改

革・改善策に沿って、平成２０年度から２２年度までの３年をかけて、

再発防止策、まず教育行政システムの改革に取り組みました。資料の平

成２０年のところにありますように、県教委組織の改正を行った上で、

教員採用試験や教頭・校長採用試験の徹底した見直し、新たな人事評価

制度の導入と各種試験への全面活用、人事管理システムの導入、学校支

援センターの設置などを行ってまいりました。公正公平透明の基礎をこ

の一年間で作ってきたと考えております。それ以降は、いろいろな内容

の見直しを含めて深化をして改善を進めてきたという内容です。

併せて、資料の下段、学力・体力向上の取組では、１時間完結型事業

の徹底・板書の構造化や学力向上支援教員制度の導入などの学力向上対

策事業、学力向上ステップアップ事業、体育専科教員制度を導入した体

力パワーアップ向上事業などに取り組んでまいりました。

また、新しい価値の発見ということで、平成２１年度からは意識改革

を促すための広域異動の推進、民間人校長の配置や主幹教諭などの新し

い職の導入を進めてまいりました。

そうした改革を引き続き進めながら、平成２３年度には、改革の徹底

と深化ということで、職員団体との関係の適正化を目指し、法令遵守を

徹底した交渉の見直し、在籍専従の見直し、また、人材育成と学校長の

リーダーシップを促す施策として、全県的な教育水準の維持向上・意識

改革のための広域異動の一層の推進を行うとともに、年数・希望にとら

われない「適材適所の人事」の推進、人事評価結果の人事異動への全面

活用、長らく義務制の学校で人事異動の際の基本的なものとなっていた

「勤務拠点」という考え方の廃止などを行いました。そして新たに人事

に対する考え方を作りあげました。

さらに、平成２４年度には、「学校の組織的課題解決力の向上につい

て」の提言を受けて定めました「目標達成に向けて組織的に取り組む『芯

の通った学校組織』」推進プランに基づき、校長のリーダーシップの下、

具体的で検証可能な目標を立て、ミドルリーダーたる主幹教諭や主要主

任等が効果的に機能することにより、すべての教職員が目標達成に向け
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て組織的に取り組む学校組織の構築を目指すこととしており、平成２４

年度を第１フェーズとして表記の制度改正等を行った上で、第２フェー

ズである平成２５年度を実践・研修・指導の期間として取り組んでいる

ところであります。

いずれにしましても、目指すところは子どもの夢をはぐくむ教育県大

分の創造、ここの原点にかえって教育改革を取組んでいきたいと思いま

す。以上取り組みの説明でした。

「芯の通った学校組織」推進プランの取組の詳細については担当課長

の方から説明いたします。

（佐野教育改革・企画課長）

私の方からは、芯の通った学校組織の構築及びその進捗状況について

ご説明いたします。

説明資料の芯の通った学校組織の構築をご覧ください。。

この資料は「芯の通った学校組織」の構築（学校マネジメントの充実）

について一枚にまとめたものです。

「現状および課題」についてですが、先ほど河野次長が申し上げたと

おり、大分県では、平成２０年の不祥事以来、二度とこのような事件を

起こさないよう、採用試験や人事制度、組織の改革など、権限と責任が

明確で透明性の高い教育行政システムの確立のため徹底的な改革を進め

てまいりました。

その上で、学力・体力の向上など教育の本来の使命を果たせるよう、

教員の指導力向上等を進め、徐々に成果は表れてきてはいますが、未だ

学力・体力は全国平均を下回っており、また、いじめなど学校を取り巻

く課題も多いという状況です。

このため、目標達成に向けて組織的に取り組むことにより、学校が組

織力を活用して持続的・発展的な取組を行えるよう「学校改革」を進め

ているところです。「学校改革」の方向性を端的に表現したのが「芯の

通った学校組織」です。

その下にあります「求める学校像」というところにありますとおり、

「芯の通った学校組織」というのは、校長のリーダーシップの下、具体

的で検証可能な目標を立て、ミドルリーダーたる主幹教諭や主要主任等

が効果的に機能することにより、全ての教職員が目標達成に向けて組織

的に取り組む学校組織のことを指しております。

これを、右側の下にありますとおり、平成２６年度末までの２年半の

間、「３つのフェーズで重点的に推進すること」としております。

左側下の枠の中に具体的な取組状況を記載しておりますが、それを具

体的にまとめたものが２ページから３ページの資料でございます。

２ページをご覧下さい。

まず第１フェーズに当たる昨年度は、趣旨の周知と制度の整備を図っ
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てまいりました。

県教育委員会におきましては、市町村教育長会議や県・市町村教育委

員会指導主事研修会などにおいて、趣旨の周知を図るとともに、「大分

っ子学力・体力県民フォーラム」や「教育だよりおおいた」等を活用し

て保護者やＰＴＡへの広報にも努めてまいりました。

制度の整備については、目標達成に向けた組織的な取組を進めるため

には、目標の明確化と検証可能な指標の設定、学校の目標と教職員の目

標が連動していることが必要であることから、「学校評価の手引き」と

「教職員評価システム実施手引き」をそれぞれ昨年度の１月と２月に改

訂しております。また、基盤となる学校運営体制の構築のため、県立学

校管理規則を改正した上で、運営委員会を中心とした学校運営、法令に

則った職員会議の役割の明確化等を内容とする「学校運営の適正化に関

する通知」を発出しました。また、主任手当に関する職員団体への文書

による要請を行った上で、「主任等の任命や主任手当の趣旨の徹底に関

する指導通知」を昨年度３月に発出しております。

学校、特に小中学校の学校改革を進める上においては、市町村教育委

員会との緊密な連携が不可欠です。そこで昨年度、市町村教育委員会に

は「芯の通った学校組織」の構築に係るプラン・計画の作成・提出を求

めています。これが市町村学力向上アクションプラン、市町村体力向上

アクションプラン、市町村学校組織力向上計画、先進的・先導的取組の

４つで、いずれも、目標達成に向けた組織的な取組を進めることを内容

としており、これに伴って県教育委員会は、学力向上支援教員、習熟度

別少人数指導教員、主幹教諭等の人的支援を市町村教育委員会に行って

います。

また、市町村教育委員会においては、これらのアクションプランや計

画等を踏まえて「学校評価の手引き」や「教職員評価システムの手引き」

の周知、学校管理規則の改正が行われています。ここまでが昨年度、第

１フェーズの取組です。

右のページをご覧ください。第２フェーズに当たる平成２５年度の取

組についてまとめたものです。第２フェーズは「実践、研修、指導」を

テーマとしています。

学校改革を行うには何より学校での実践が重要です。学校に求めてい

る実践内容は３つです。一つ目が「新しい学校評価や教職員評価の実施」、

二つ目が「運営委員会を中枢として主任等が機能する学校運営体制の確

立」、そして、三つ目がこれらに基づき「目標達成に向けた組織的な学

力・体力向上等の実施」を行うことです。

本年度が始まってまだ３ヶ月足らずですが、５月末時点における学校

の変化についてご紹介致します。まず、７割の学校においては、検証可

能な達成指標が設定されています。次のページをご覧ください。４ペー

ジ目は別府市のある小学校、５ページ目は玖珠町のある小学校の事例で
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す。どちらも大変いい事例ということで紹介させていただきます。ここ

のポイントは、達成指標や取組指標という具体的で検証可能な指標が設

定されているということです。これまで学校の目標は抽象的で漠然とし

ているものが多く、宣言的なものが多かったのですが、別府の小学校の

例で言いますと、達成指標の欄の一番上にありますように「次年度の大

分県学力定着状況調査で平均正答率を５％向上する」と目標値を掲げて

いたり、取組指標の欄の上から二つ目にありますように、「担任が、毎

日、自主学習等の内容指導を行う」、その下の「学年毎の互見授業を、

学期に１回以上行う」といった、誰がどれくらいの頻度で取り組むかと

いったことを数値を入れて検証可能な形にしていくよう取組を進めてい

ます。このことによって、はじめて取組を振り返って改善を具体的に行

うことができると考えています。

重点目標、達成指標、重点的取組、取組指標、の４つを「学校評価の

４点セット」と呼んでいますが、これらが定着するよう、市町村教育委

員会や学校に指導しているところです。

これがひとつ目の変化です。

資料の３ページに戻っていただきまして、学校の変化の二つ目が「全

ての学校が運営委員会を設置」です。運営委員会は、校長、教頭と主幹

教諭や主要主任で構成される組織です。

三つ目が「９割以上の学校で、主任等が中心となった学校運営組織図

を作成」するです。この二点に係る資料が６ページです。これは豊後高

田市のある中学校の例です。これまでの大分県の小中学校の学校運営組

織図の多くは、職員会議が運営組織図の中心に位置付けられるとともに、

主任の教員とそれ以外の教員が混然一体となって書き込まれていまし

た。これに対し、本年度のこの豊後高田市の中学校の図においては、運

営委員会が校長の横に書き込まれ、これが中心となっています。また、

主幹教諭、生徒指導主事、教務主任、進路指導主事、研究主任といった

主要主任が特出しされ、名前も明記された上で、これら主要主任等が各

分掌を取りまとめるという形が明白になっています。こういった運営組

織図が本年度からほとんどの学校で作成されています。

３ページにお戻りください。本年度から教育事務所が年３回学校訪問

を行って学校への指導・支援を行っています。学校訪問を通じた教育事

務所の今の時点の捉えとしては、「学校の目標はかなり具体化されてい

る」、「運営委員会は週一回開催されている学校が多く、効率的な学校運

営が行えるようになったという声も聞く」といったものです。

次に県教育委員会としての現状と課題の捉えです。現状、学校評価や

運営委員会など、「芯の通った学校組織」の「形」というのは、ある程

度整いつつあるのではないかと考えています。今後は、学校評価に書か

れている取組が実践されとともに、短期のＰＤＣＡで改善されているか、

運営委員会を通じて主任等がミドルリーダーとしての役割をしっかり果
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たす学校運営となっているか、など、「芯の通った学校組織」の「形」

の理解を深めながら、学力・体力向上など子どもの力の向上につながる

実効的な取組が進められていくことが必要であると考えています。

そのような実効的な取組を推進するための県教育委員会、市町村教育

委員会における取組が、ページ下段の「研修・指導」です。

まず「研修」ですが、教育センターにおける研修にマネジメントの要

素を大幅に取り入れ、平成２４年度には３５％だったマネジメント要素

を平成２５年度には８０％まで高めております。また、これからの取組

になりますが、各種会議等における好事例の共有のため、リレー式授業

改善協議会や「一校一実践」連絡協議会などの会議の開催、教育庁キャ

ラバンによる学校との直接対話、教育庁チャンネル等広報媒体を活用し

た共有、事例集の作成といった取組を進めていきたいと考えています。

次に「指導」ですが、各教育事務所の機能を強化するため、本年度か

ら各教育事務所に「学校改革担当指導主事」１名を追加配置しておりま

す。教育事務所は、年間３回学校訪問を行い、直接指導する予定として

おり、これによりフェース・トウ・フェースで「芯の通った学校組織」

の具体的な定着を進めたいと思っています。

７ページをご覧ください。「芯の通った学校組織」構築のエッセンス

をまとめたものがこの「観点２０」です。教育事務所においては、校長

や主要主任と協議する中で、この「観点２０」について、確認・指導・

支援を行うこととしています。なお、先ほど事例を紹介しました学校評

価の４点セット、学校運営組織図については、１番と１７番の観点に当

たります。３ページに戻っていただきまして教育委員会の中でも差もあ

りますし、教育事務所間でも差もありますので毎月初めに、本庁と教育

事務所会議を開催し、学校の状況等を本庁と６事務所間で共有をしてい

る状況にございます。それから学校に入る学校改革担当指導主事の教育

を徹底して学校訪問が効果的になるように考えております。

今後、学校の状況をしっかり把握しながら、「芯の通った学校組織」

の構築を進めていきまして、冒頭、委員長が言われましたように子ども

たちが日々達成感を感じながらその力をしっかり伸ばせるように、引き

続き、しつこく果敢に取組をしていきたいと考えております。

（岩崎委員長）

ただいまから討議に入りたいと思います。これまでの５年間の取組状

況をまとめていただきました。何か、質疑・意見等のある方はお願いし

ます。

（岩崎委員長）

今我々が今後取り組んでいくとして、今ご説明があったような改革を

実際に企画し、そして取り組んでいただいているということでございま
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す。これから我々が、どういった方向性でやっていかなければならない

か、今後の強化、やっていくことが、先程、皆さんと協議をしましたプ

リント（委員長コメント）を発表させてもらったわけですけれども、委

員の皆さんに５年を振り返って発言していただきたいと思っておりま

す。

それでは、波多野委員からお願いします。

（波多野委員）

最初はマイナスからの出発であったのが、３年間経て、何とか体制を

取り戻そうと努力をして、平成２３年２４年にかけて、いよいよこれか

ら具体的にどういう取組をしていくのか、はっきりと出して一生懸命や

ってきたなというのが実感としてはありますが、ただ現場の声を聞きま

すと、教育委員会は一生懸命やっているんだけれども現場の先生方の受

け止め方は様々で、良くなったという声がある一方で、息苦しく感じる

という意見も出ております。先程、委員長が言われました「あきらめる

ことなくしつこく取り組んでいかないといけない」と改めて感じさせら

れました。大きな事件を機に教育委員も非常に危機感を持って会議に臨

んできたし、みんな本気で取り組んできたな、と改めて感じています。

（麻生委員）

平成２０年のときに６月１４日の時点では、波多野委員が委員長、私

は７月から、委員長をさせていただきました。

それから５年がたったわけですけれども、いろいろあった中で、教育

改革には二つあって、教育行政システムの改革、現場の環境整備という

大きく２つにわかれていて、そのうちのひとつ、システムの改革につい

ては、最初の三年間というのは、とにかく起きてはいけない事態が起き

たので、その信頼を回復するためには、最高の厳しい徹底した管理をし

なければいけないという意識の下で、教育採用試験のやり方などにして

も、ベクトルを一番右側にもっていくぐらいの厳しい制度を作り上げた

と私は感じております。これからは、制度の見直しを日々行っていく必

要があると思います。

「教師たるもの恩師と言われるべき」が私の持論でして、そういった

先生になっていただきたいという思いから、先生というものの自覚をも

う一度先生方自身にはもっていただきたい。そのためには研修その他の

取組により、ただ制度だけを見直すだけではなくて、人格を含めてしっ

かりと指導していくべきではないかと感じております。

この制度が進むにつれて教職員団体との交渉を凛とした態度でできる

ようになったのではないかと感じております。

我々は子どもたちのための教育制度をつくっているわけでありまし

て、そのなかで生活を守るために職員団体があるわけですが、学校制度
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についての取組については、やはり教育委員会のほうでやっていくべき

ではないか、という姿勢はしっかりと持って、また我々もそういう気持

で取組みたいと思います。

我々も校長会などいろいろな方と面談してきましたが、現場の声を聞

きながら、まだまだ足りない部分をお互いが理解できれば一番いいと思

います。昨年から始めた「芯の通った学校組織」推進プラン、まとまり

つつあるなと感じます。先生方は指導者ですから、きっちりとしたリー

ドがあれば、きちっとした答えをだしてくれる先生方ばかりです。それ

が今まで徹底してなかったので今回、きちっとした制度で、より充実し

た指導ができれば大分県はすばらしい教育県になるのではないかと思っ

ております。これからも皆さんとともに頑張りたいと思っております。

（林委員）

採用試験に対する思いですけれども、二度とこういうことが起きては

いけない。麻生委員が言われたように、ベクトルを一番右にというとこ

ろは、私は、それを変えるべきではないと思います。いろいろなことが

あるかもしれませんが、公平公正な試験を目指す。今若い人の倍率が下

がっているという議論はありますが、そういう中で頑張って勉強すれば

いい点数を取れば通るのだというところに公正が保たれていることが大

事で、私は、ベクトルはまだ変えるべきではないと思います。

人事異動についても広域人事異動は確かに大変だとは思います。しか

し広域人事異動で求められ違う地域にいった先生から聞くと「いろんな

地域に行って、いろんな人と出会うことで自分自身が大きくなった」と

感じていただいている意見はたくさん聞いております。そういういい面

を大事にしていきたいと思っております。

民間人校長を入れるということで、いろんな民間の厳しい状況から、

大分県の教育界に入ってくれた民間人校長たちが一生懸命頑張ってくれ

ているということも私たちも見ていきたいと思っております。大事なこ

とは民間人校長がいるときだけ学校が変わったのでは困るわけで、それ

によって大分県教育界全体がどう変わったか、という議論をしていかな

ければいけない。私たちも民間人校長と一緒に、結果あるいは改革がど

うなっているかを見ていかなければいけないと思っております。

人事評価制度について、相対評価を導入することに大きな反発があっ

たと聞いてますが、評価も何年か積み重なってくると、それなりに本人

に対する評価が深まっているでしょうし、何人かの評価も見られるので、

それによって、たとえば昇任試験、人事異動が行われるようになってよ

り適材適所が進むのではないでしょうか。いろいろ反発もあるかもしれ

ませんが一度決めた議論ですので、変えることなく果敢にしつこく取組

んでいきたいと私も思っております。
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（松田職務代理）

私が教育委員として入った当初は混乱の中で、それまで外から見てい

たので、外から見た大分県の教育委員会の印象を持って入ってきました。

その当時からずっと国で言われている教育改革制度の中で、教育委員

会を見直せというのがあるのですが、それに関しては、こういう事件を

プラスにして、大分県が先端をきって改革をやっているなというのが私

の実感です。

「点から面へ」と言っていた時も、実践している学校を訪問した際に

「『点から面』というのは我々が取り組む小さなところからの反省や評

価だという意味だとわかる。だけどもっと大きいところがわからないん

ですよね」という現場の先生の声を聞きましたが、今回出されました「芯

の通った学校組織」、これを見て教育改革のめざすところ、子どもの夢

をはぐくむ教育県大分の創造というテーマについて、実は私たちが教育

行政のシステム、環境設備などの教育改革をやっているということは、

これらすべて子どもの夢をはぐくむためのものであるということであ

り、今年度出された「芯の通った学校組織」推進プランによる改革を見

ると、取り組むべき内容が明らかで、現場の先生方は非常にわかりやす

い方針が示されているので取り組みやすいことから、一生懸命やってい

るようにあります。

特に教員の人材育成でみますと、欧米の高校生は、学校教育を受けな

がら自分の夢を実現できる確立、希望あるいは意欲が８０％近いのに対

し、ユネスコの調査では日本の高校生は２０％台でした。もっと学校教

育の中で夢をはぐくみ、それが実現できる様な支援が少し学校教育にお

いても足りないのではないかと感じております。

体力、学力の向上ははっきり芯が見えました。ただ教育の中では知・

徳・体という三本柱、学校マネジメント充実の中で学力・体力向上、豊

かな心の育成というのが学校運営の中でとても大切なことだと思ってお

ります。

（野中教育長）

２０年の６月に起きた事件でやらなくてはいけないことがどこまでで

きているか、改めてみるとかなりのことをやってきたなと感じておりま

す。定着させるのが大変だったという感じがするのです。

この資料の二つにわけている教育改革の上の部分、採用試験、汚職事

件、これは二度と起こしてはいけないことから考えられる手だてをすべ

て考えた上で実施した人事に関しては、もはやおかしなことが起こる体

制ではないなと思っております。

しかし決して油断してはいけないと今でも思います。非常に厳格で厳

しい試験になっておりますから、それはそれで充分なように見えるかも

しれませんが、平成２０年のこの事件で試験制度について失われた信頼
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を、ほんとうに確実なものにするためには、まだ５年じゃ足りないんだ

なと感じております。

併せて、こんな平成２０年に明らかになったような人事行政をしてい

るところの教育はどうなのか、というところがあったと思うのです。そ

れが資料の下の方の取組です。これについても学力向上のためのすぐれ

た取組をする一方で、人材育成の方針を出し、「芯の通った学校組織」

のプランを作るという形で次から次に前に進めていっています。ちょっ

と息苦しいというか改革ばかりやるなという声もあるようですが、今は

まだ坂道を登っている最中だと私は思います。休めばずるずると後退し

てしまう。前に前に。学力向上も、教育行政システムも含めて、前に前

に進めていきたいと思っております。

（岩崎委員長）

皆さまからご感想を聞かせていただくということで、この討議を終わ

らせていただきたいと思います。

（岩崎委員長）

最後に私のほうからこれまでの感想を述べさせていただきます。

麻生委員長を中心に教育委員会が全力を挙げて不祥事は二度と起きな

いように、再発防止に全力をあげて取組んでいたと聞いております。

先程、当時の麻生委員長の話ですと、改革を右側に振りすぎたのでは

ないかという意見があるくらいに、教育委員会としての裁量をほとんど

なくしております。これがいいのかどうか。これは、先程の言葉でいう

「改革の徹底と深化」というところの中で、今後見直していく必要があ

るところについては、考えていくべき事柄ではないかと考えております。

先程職員団体との関係の徹底化というお話もございました。職員団体

の関係といたしましては、教育委員会の目的、学校の目的というのは、

子どもの自己実現というのを我々がやっていくということでございます

ので、この点については教職員団体の方々も学校の先生方も市町村教育

委員会、県の教育委員会みなさん同じだろうと思っております。そうい

った目標が同一であるというところを考えれば、いろんな団体の方々、

現場とは、充分連携してやっていける、やっていかなければ実効性があ

がらないのではないかと思っております。

これに対しましては、ＰＴＡや学校現場だけでなくご家庭の協力そし

て児童生徒、地域全体をまきこんだ学力向上、体力向上に関する取組が

必要でないかと思っております。

マネジメントにつきましては、現在「芯の通った学校組織」の推進と

いうことをやっておりますし、管理職の方々を中心として全体の改革を

推進できるような体制を今後ますます取り組んでいっていただきたいと

思っております。
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（岩崎委員長）

それでは１０分程度休憩にします。

再開は、１６時００分からです。

（岩崎委員長）

それでは「民間人校長先生方との意見交換会」を行います。本日は、

大分市立 荏隈小学校 山崎校長

別府市立 西小学校 石川校長

杵築市立 杵築中学校 森山校長先生の

３名に参加していただき「芯の通った学校組織の構築」というテーマ

で意見交換を行いたいと思います。

（岩崎委員長）

今日は「芯の通った学校組織の構築」をテーマにして、民間人校長の

みなさんから様々なご意見をいただこうと思います。

自己紹介を兼ねてご発言をお願いします。

（山崎校長）

３年間石井小学校で今年から荏隈小学校で勤務しています。

「芯の通った学校組織」はマネジメントする側からするとやり易くな

りました。

しかしながら、基盤となるものが学校には欠けています。それは良好

な職員間のコミュニケーション。働いている人たちが、仕事に情熱を持

って生き生きとしていなければ組織は活性化していかない。

課題は、生徒に接する以外の仕事をどうするかであり、仕事の取捨選

択が必要だと思います。

（石川校長）

今まで民間でいう課長、係長が学校にはいなかったが、ミッションを

任された主任の配置など形はできました。

あとは組織が機能していくことができるかが課題だと思います。

校長を中心にモチベーションマネジメント、つまり人を動かしていく

力が試されています。

教職員が自己実現の場として、自分達で達成感を味わえるような学校

にしていきたいです。すべては子供達のために、学校は自分達で作って

いるんだという気持ちで取り組まないといけないです。

（森山校長）

毎日がチャレンジでやりがいがあり充実しています。
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学校組織の中で縦と横を意識して仕事をしています。

民間と学校で組織の基本的なあり方は変わりません。教員のモチベー

ションが大事で、信頼関係がないと仕事がうまくいかないです。

（岩崎委員長）

今の発言に関して何か質問等あればお願いします。

（林委員）

教員の情熱だが、企業では昇進や特許取得等があります。学校現場で

はモチベーションを上げるのに何が足りないのでしょうか。

（石川校長）

本質的な違いはありません。民間であればモチベーションが上がらな

ければ昇進が止まってしまうところが明確な違いです。

（麻生委員）

我々はあまり現場を知りません。

休職中の酒気帯び運転やスクールセクハラなどの不祥事が発生した

り、メンタル休職も多い状況を管理職の皆さんから見てどう思いますか。

（山崎校長）

教員は一人一人が自分で解決しようとする。チームで解決しようとす

ることが大事です。

自分が属する組織に対するロイヤルティについて、教員がどう思って

いるのかわからないことがある。自分の学校のことを「うちは」と言わ

ずに第３人称で「ここは」と他人事のように、よその学校のように話を

することが不思議に思えます。

（岩崎委員長）

組織は民間と学校で変わらないということだが、学校運営を今まで鍋

ぶた式だったものを組織的対応ができるように変えようとしている。

もう少し組織の帰属意識について発言をお願いします。

（石川校長）

説明が少し足りなかったが、モチベーションマネジメント、つまり如

何に人を動かしていくかという面では民間と同じということです。

（森山校長）

モチベーションマネジメントはそのとおりです。民間の時とやり方は

変えていません。違ったのはルールと人。
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教育委員会とか学校に対するロイヤルティは低いです。

（石川校長）

人事評価もそうですが、より頑張った者が報われる仕組みがあればい

いです。

（森山校長）

民間は収益を上げて会社に貢献すれば給料が上がります。学校現場で

どう処遇すべきか考えていますが一番難しいところだと思います。

（山崎校長）

昨年も言ったが、職級が少なすぎでしょう。教員は何も問題がなけれ

ば４号級アップする。そこを変えるといいのではないでしょうか。

（松田職務代理）

教育委員からバックアップできるもっと必要なことは何でしょうか。

効果の出やすい組織作りができ、分掌等も整理ができてきています。

もっと良くなるにはどうすればいいでしょうか。

（山崎校長）

やらなくていい会議、報告書の作成、研究会、出張など見直しを行い、

生産性を上げていくことが重要です。

（石川校長）

驚いたのですが、昨年４，５月は半分くらいしか学校にいることがで

きませんでした。会議、文章の多さの見直しが必要です。ＩＴ化をどん

どん進めて、ＨＰで見れるようにすればよいと思います。紙も減ります。

そして単位時間あたりの生産性を上げていかないといけません。

（岩崎委員長）

ＩＴ化による多忙化改善の話が出ましたが、事務局から何かありませ

んか。

（竹野教育財務課長）

県立学校は１人１台ＰＣとなっています。ＯＥＮシステム（クラウド

システム）では、自宅からも利用が可能となっています。

（森山校長）

ＩＴ化は大事です。最初はＯＥＮシステムを使っている人が少なかっ

たのでヘルプデスクに設定してもらってＰＣを配備されている人はＯＥ
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Ｎシステムを使うようにしました。

それまで情報共有と意思伝達手段に問題があったが、その都度会議を

招集しなくても良くなり効率化が図られ、生産性がアップしています。

仕事の優先順位を見極め、効率化を図っていくことが大事だと思いま

す。

（波多野委員）

学校現場では、生徒に関わる仕事以外は余分な仕事として捉えられて

いるのでしょうか。

（山崎校長）

生徒の成長に携わる仕事以外でやらなくてもいいものもあるのではな

いか。例えば、備品管理だが、台帳を見て手作業で管理しているが民間

なら外部委託する業務です。

（波多野委員）

給料明細表を教育事務所に取りに行っているとも聞いています。

（山崎校長）

確かに月に１回行っています。日田地域であればそれだけの業務に１

時間かかります。

（松田職務代理）

今日の資料のような校務分掌表があれば整理できるのではないです

か。小学校では仕事ができる人にたくさん分掌が偏る傾向にあります。

（山崎校長）

校務分掌を決めるときに精査が必要。それぞれの分掌に仕事が付いて

きます。

分掌ごとに繁閑があります。分掌を決めるにはメインの分掌を決めて、

枝葉をどうするか考えれば良いです。

（麻生委員）

運営委員会や職員会議の位置づけについてはすんなり教員に浸透した

のでしょうか。

（石川校長）

職員会議は昨年も月１回開くかどうかという程度でした。

（山崎校長）
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前任校は職員が１３名で、運営委員会の必要性は感じませんでしたが、

今の学校規模ではこのクッションがある方が良い。

（野中教育長）

目標をしっかりと具体的に立てて、教職員一人一人がしっかりと認識

し、ＰＤＣＡサイクルを回していこうとしていますが、現場の状況はど

うですか。

（石川校長）

目標を持って努力する、走ることに意味があります。

（山崎校長）

学校目標を３，４つに絞るということは良いことです。

荏隈小学校は学力向上を目標として掲げていません。最初落ち着きが

なかったので規律や言葉遣いなど学びの土台作りを中心に目標としてい

ます。学力はその後付いてくると思います。

（岩崎委員長）

最後に、現場での課題や県教委としてバックアップできることなどあ

れば言っていただきたい。

（森山校長）

バックアップは特に必要ありません。試行錯誤しながら自分でやって

いきます。

課題は「芯の通った学校組織」の構築を進めていくために現場にいる

時間の確保が難しいということ。校長会、市教研、県教研など、どれが

大切なものなのかわかりません。これとこれは必ず出ないといけないと

か、これは任意だからそこまでないと言って欲しいです。

（岩崎委員長）

これは県教委で整理できますか。

（河野次長）

以前、教育センターで調査したことがありますが、出張で一番多いの

は実は任意団体に関するものが多かったです。見直しが必要ですが、関

係団体との関係で微妙な面もあります。

会議報告書などは簡略化が必要だと思います。

（石川校長）

組織の中でミスを隠すのが最大のミスであり、学校の中でヒヤリハッ
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トを言える風土を培っていきたいです。

残り３年、自分の学校から立派な人材を育てていきたいです。

（山崎校長）

教員の意識として、マーケティングとイノベーションが欠けています。

マーケティングは常に今何が求められているか意識していないといけ

ません。つまり顧客（この子たちにとって）という意識が全くないと思

われます。

新たな気持ちでイノベーションに取り組み、何か一つでもイノベーシ

ョンの見本を示せればいいと思っています。

（岩崎委員長）

本日の貴重なご意見を、これからの「芯の通った学校組織」構築に生

かしていきたいと思います。

それでは、先に非公開と決定しました議案をいたしますが、その前に、

公開でその他等、何かございませんか。

それでは、非公開の協議を行いますので、関係課室長のみ在室とし、

その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

２課（教育改革・企画課、文化課）在室

【議 案】

第３号議案 大分県先哲叢書編さん審議会委員の委嘱等について

（岩崎委員長）

それでは、第３号議案「大分県先哲叢書（そうしょ）編さん審議会委

員の委嘱等について」提案を求めます。

（説明）

（岩崎委員長）

何かご意見ご質問はありませんか。
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（質問、意見）

（岩崎委員長）

それでは、ただ今、提案のありました第３号議案の承認について、お

諮りいたします。第３号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。

（採 決）

第３号議案については、提案どおり承認します。

（岩崎委員長）

最後にこの際、何かありましたらどうぞお願いします。

それでは、これで平成２５年度第６回教育委員会会議を閉会します。

お疲れ様でした。
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